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において、 〈芸術映画〉には“市場性"が要求されることとなった。ここにおいて、 1980 年代に形成された大陸知
識人のアイデンティティはその根拠を内なる文化から外に聞かれたものへと変容し、また〈両岸三地〉における地域
ナショナリズムは日増しにその勢いを増しており、エリアの結束が一層強化されている。<芸術映画〉言説をめぐる
状況が大きく変化していく中で、 〈民〉におけるアイデンティティと〈両岸三地〉における地域ナショナリズムの動
向のベクトルが何処へ向かっているのか、そしてどのような結果をもたらすのか-われわれは今後も注目してし、かな
ければならないであろう。
論文審査の結果の要旨
菅原慶乃氏の論文は、 1980 年代以降の中国映画界の構造を、中国の政治体制およびそれとの関わりの中での中国
知識人の映画に対する意見・論争を通して、総括したものであり、このような観点からの 80 年代以降の中国映画通
史的なものは存在していない中で、今後の研究の基礎となる業績と捉えることが出来る。ここで言う中国映画とは大
陸のことを指している。菅原氏は、この対象を論ずるに当たって、官に対する〈民)による言論空間、あるいは芸術
映画対娯楽映画、さらにはローカルとしての中華的世界とグ、ロバリゼーションといったようないくつかのキーコンセ
プトを設定して、中国映画のたどってきた歴史を分析している。
本論文では、複雑な中国の政治体制を背景とする中国映画の現代史が、非常に明快に解説されており、その点は高
く評価することが出来る。ただし、時に記述がやや図式的になる嫌いがあり、その点、やや掘り下げが足りない点も
見られるが、それは今後の研究に期待したい。
いずれにしろ、 80 年代以降、多くの秀作を世界に送り出すことで世界から注目を集めてきた中国の映画界の構造を、
中国知識人の動きを通して明快に読み解いた本論文は高く評価することが出来る。よって、この論文は博士(言語文
化学)の学位請求論文として十分に価値あるものと認められる。
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